



Trial of Cooperation Method 
between Training Instructors and Training School Teachers 
















































なっている．また，実習指導者講習会は 1994 年（平成 6）から導入され，2004 年（平成 16）




















（1）第 1回実習施設懇談会（図 1，2） 
  日時：2017 年 4 月 25 日（火）13：30～15：00 
  場所：3 号館会議室 
  内容：①介護福祉士養成の動向 
     ②本学の介護福祉士養成カリキュラムについて 
     ③平成 29 年度入学生からの介護実習スケジュール・記録様式の変更について 
     ④質疑応答・意見交換 
 目的：生活福祉コースの 2 年間養成カリキュラムを伝え実習の位置づけを確認する． 
     平成 29 年度からの変更点を伝え意見を募る． 
  出席人数：13 名 
 




（2）第 2回実習施設懇談会（図 3，4） 
  日時：2018 年 6 月 22 日（金）①9：30～11：40 ②13：00～15：10 
  場所：①611 教室（介護実習室），②621 教室，懇談会：6 号館会議室 
  内容：（午前）授業参観と懇談会「生活支援技術Ⅰ（着脱の介助）」1 回生 
     （午後）授業参観と懇談会「生活支援技術Ⅲ（終末期のケア）」2 回生 
  目的：授業を参観していただき日ごろの学生の様子を伝える．また，授業内容に関す 
る意見をいただき今後の学生指導に活かす． 
  出席人数：①11 名，②8 名 
 
図 3 午前の参観の様子          図 4 午後の参観の様子 
 
3-4 アンケートの実施 
第 1 回，第 2 回のアンケートの質問項目は以下の通りである．記述方法については，自由
記述式で行った． 
第 1 回：1．生活福祉コースの介護福祉士養成カリキュラムについて 
     (1) 2 年間のカリキュラムの流れについて 
 (2)「生活支援技術」の科目について 
     (3)「医療的ケア」の科目についてい 
     2．介護実習について 
     (1) 実習記録の変更について  
(2) 実習前に，学生に学んでおいてほしい（準備しておいてほしい)ことについて 





















































































4-2 第 2 回実習施設懇談会 
 午前・午後の授業参観参加者に自由記述式でアンケートを行った．その結果多くの意見・
感想が得られた．その中から主要な意見を抽出しカテゴリー別に分けると，9 つに分けるこ




表 2 第 2回実習施設懇談会のアンケート結果 
   ※（）の中の数字は同じ意見のあった数 
 カテゴリー 主な内容 





























































































































































































































9）峯尾武巳：「特集 実習指導者は介護人材の定着・確保のキーパーソン 総論 介護人材
の定着・確保に向けて：実習指導者を中心とした組織風土づくり」，『介護のプロへの応援
誌 ふれあいケア』，20（8），pp.12-16（2014） 
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